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コスモスまつり

●と き 10 月 25日（土）、26日（日）
●対 象 町内に住んでいる人または町内に店舗を
持つ人
●募集店舗 出店 20店舗程度、フリーマーケット
10区画程度
※調理、飲食関係のフリーマーケットは出店できません。
※まつりの運営に支障があると判断した場合は、出
店をお断りします。
※臨時食品営業許可の必要な出店は、遠賀保健福祉
環境事務所で事前に手続きをしてください。申請
料は１業種につき 2,400 円かかります。

●必要書類 本人の免許証または保険証
※町外者で、町内に店舗を持つ人は店舗の住所が確
認できる書類も必要です。
●出店費用 １日 3,000 円（フリーマーケットは
1,000 円）
※電源を使用する場合は、別に１日 2,000 円が必
要です。
●申込期間 ７月 14日（月）～ 25日（金）
※申込期限を過ぎた場合は受け付けできません。
●申し込み・問い合わせ コスモスまつり実行委員
会（役場産業振興係内）☎ 201-4321

出店とフリーマーケットを
募集します。



町
の
第
４
次
総
合
計
画
が
始
ま
り

ま
し
た
。

総
合
計
画
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
、

基
本
構
想
と
基
本
計
画
と
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

基
本
構
想
は
平
成
20
年
度
か
ら
平

成
29
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
し
て
、
基
本
理
念
、

将
来
像
、
基
本
方
針
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
そ
の
体
系
は
上
の
図
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
を
受
け

て
、
５
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
施
策

を
体
系
的
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
基
本
計
画
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
施
策
の
中
か
ら
お
も
な
項

目
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

役
場
企
画
係
☎
２
０

１
局
４
３
２
１
番

人が輝き、安心して暮らせる町 みずまき
～自然と文化につつまれて～

「ひと」が主役の

まちづくり

住み続けたくなる

まちづくり

安全で安心して

暮らせるまちづくり

い
き
い
き
と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

（
保
健
・
福
祉
）

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

（
防
災
・
消
防
・
救
急
・
交
通
安
全
・
防
犯
）

活
力
あ
ふ
れ
る
た
く
ま
し
い
ま
ち
づ
く
り

（
産
業
）

環
境
に
配
慮
し
た
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

（
生
活
環
境
）

う
る
お
い
の
あ
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

（
都
市
基
盤
）

楽
し
く
学
び
個
性
と
感
性
を
磨
く
ま
ち
づ
く
り

（
教
育
・
生
涯
学
習
）

住
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

（
住
民
参
画
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
人
権
・
男
女
共
同
参
画
）

将来像の実現を支え
る行財政基盤づくり

効率的・効果的な行財政基盤の構築
（行財政）

基本理念

基本方針

将来像 第
４
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

第４次総合計画は役場１階ロビ や図
書館で見ることができます。
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第
１
章

住
民
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
（
住
民
参
画
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
人
権
・
男
女
共
同
参
画
）

○
審
議
会
や
協
議
会
な
ど
へ
の
住
民

参
画
を
促
進
し
ま
す
。

○
計
画
を
作
る
場
合
は
、
策
定
段
階

で
公
開
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き

ま
す
。

○
地
域
や
団
体
が
企
画
す
る
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

○
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
た
ふ
れ
あ

第
２
章

楽
し
く
学
び
個
性
と
感
性
を
磨
く
ま
ち
づ
く
り
（
教
育
・
生
涯
学
習
）

い
や
交
流
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

○
自
治
会
未
加
入
者
の
加
入
促
進
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
行
政
と
自
治
会
の
役
割
分
担
の
明

確
化
と
機
能
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

○
町
職
員
が
地
域
の
活
動
に
参
加
す

る
な
ど
の
地
域
別
担
当
者
制
度
の

検
討
を
行
い
ま
す
。

■
広
報
・
広
聴
活
動
の
充
実

○
広
報
紙
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
連
携

し
て
、
身
近
な
情
報
を
優
先
し
た

情
報
提
供
を
適
確
に
行
っ
て
い
き

ま
す
。

○
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
広
聴
活
動
を

推
進
し
ま
す
。

○
小
学
校
区
を
単
位
と
し
た
懇
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

■
情
報
公
開
の
推
進

○
住
民
参
画
促
進
の
た
め
に
情
報
公

開
を
推
進
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
と

の
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。

○
議
会
、
審
議
会
な
ど
の
会
議
録
、

行
財
政
改
革
の
進
捗
状
況
、
財
政

状
況
、
入
札
情
報
な
ど
を
積
極
的

に
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

■
人
権
啓
発
の
推
進

○
行
政
、
企
業
が
連
携
・
協
働
し
、

実
効
あ
る
人
権
啓
発
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

○
人
権
問
題
に
関
わ
る
擁
護
体
制
、

相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
の
推
進

○
現
在
の
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を

見
直
し
て
、
新
し
い
プ
ラ
ン
を
作

成
し
ま
す
。

○
女
性
団
体
の
育
成
や
活
動
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
各
種
審
議
会
、
委
員
会
の
女
性
委

員
の
比
率
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

○
性
別
に
起
因
す
る
様
々
な
問
題
を

防
止
・
救
済
す
る
た
め
に
、
相
談

窓
口
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
職
場
生
活
の
中
な
ど
で
、
男
女

と
も
平
等
に
社
会
参
画
で
き
る

環
境
づ
く
り
の
支
援
を
促
進
し

ま
す
。

○
学
力
向
上
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
学

習
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

○
体
験
学
習
な
ど
多
様
な
学
習
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

○
道
徳
心
と
実
践
力
を
育
て
る
生
徒

指
導
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

○
環
境
保
全
へ
の
理
解
と
実
践
力
を

育
む
環
境
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

○
共
に
助
け
合
い
、
共
に
生
き
る
心

豊
か
な
人
間
の
育
成
を
目
指
し
た

福
祉
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

○
人
権
教
育
を
通
し
た
差
別
や
い
じ
め

の
な
い
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

○
小
学
校
か
ら
の
英
語
活
動
を
充
実

さ
せ
、
国
際
理
解
教
育
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

■
い
じ
め
・
不
登
校
・
児
童
虐
待
防

止
対
策

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
教
育

相
談
員
を
効
率
的
に
活
用
し
ま
す
。

○
い
じ
め
の
早
期
発
見
の
た
め
の
定

期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

■
安
全
で
安
心
な
教
育
環
境
の
充
実

○
校
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
よ
る

地
域
防
犯
体
制
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

○
児
童
・
生
徒
の
個
人
情
報
保
護
を

強
化
し
ま
す
。

■
学
校
給
食
の
充
実

○
中
学
校
給
食
の
早
期
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
い
、
安
全
で
安

心
な
学
校
給
食
を
実
施
し
、
給
食

を
通
し
て
食
育
、
食
生
活
指
導
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

■
地
域
教
育
環
境
の
整
備
と
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り

○
地
域
子
ど
も
会
組
織
や
小
学
校
区

を
単
位
と
し
た
「
生
涯
学
習
推
進

ゾ
ー
ン
」
を
中
心
と
し
た
青
少
年

健
全
育
成
事
業
を
よ
り
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

○
地
区
公
民
館
を
中
心
と
し
た
世
代

お
よ
び
地
域
間
交
流
を
実
施
し
ま

す
。

○
地
域
活
動
へ
の
参
加
意
欲
が
高
い

団
塊
世
代
の
多
様
な
経
験
や
知

識
・
技
術
を
活
か
す
体
制
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

○
「
水
巻
町
青
少
年
健
全
育
成
の
た

め
の
10
年
の
取
組
み
」
を
推
進
し

ま
す
。

○
学
校
施
設
の
地
域
へ
の
開
放
・
共

有
化
を
進
め
、
学
習
支
援
者
を
募

り
、
学
校
運
営
を
支
援
す
る
体
制

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

■
家
庭
教
育
力
の
充
実

○
保
護
者
へ
の
家
庭
教
育
に
関
す
る

意
識
啓
発
を
進
め
、
家
庭
教
育
に

関
す
る
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

①
住
民
参
画
の
促
進

②
地
域
連
帯
感
の
創
出

③
開
か
れ
た
町
政
の
推
進

④
人
権
擁
護
・

男
女
共
同
参
画
の
推
進

①
学
校
教
育
の
充
実

②
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

特集「第４次総合計画スタ ト」

◉ 広報みずまき 2008.7.103



第
２
章

楽
し
く
学
び
個
性
と
感
性
を
磨
く
ま
ち
づ
く
り
（
つ
づ
き
）

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
連
携
し
て「
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
運
動
を
推

進
し
ま
す
。

○
地
域
文
化
や
社
会
貢
献
に
関
す
る

各
種
講
座
な
ど
や
学
習
成
果
発
表

機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
「
学
び
合
い
、
支
え
合
い
」
に
よ

る
地
域
の
き
ず
な
を
深
め
地
域
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

○
食
育
や
食
文
化
の
向
上
に
つ
な
が

る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
活
動
や
地
域

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

第
３
章

う
る
お
い
の
あ
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
（
都
市
基
盤
）

○
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
、
国
土

利
用
計
画
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

○
適
正
な
用
途
規
制
を
行
い
都
市
基

盤
の
充
実
に
努
め
、
計
画
的
に
魅

力
的
な
都
市
機
能
を
持
っ
た
市
街

化
を
誘
導
し
ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
東
水
巻
駅
周
辺
開
発
に
つ
い

て
は
、
吉
田
南
部
地
域
の
整
備
計

○
行
政
主
導
か
ら
民
間
主
導
へ
事
業

展
開
を
推
し
進
め
ま
す
。

○
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。

○
地
域
に
根
ざ

し
た
ス
ポ
ー

ツ
団
体
の
育

成
、
強
化
を

図
り
ま
す
。

○
「
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
設
立
に
向

け
て
の
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。

画
と
調
整
し
な
が
ら
検
討
し
ま

す
。

■
計
画
的
な
道
路
整
備
の
促
進

○
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
都

市
政
策
の
転
換
に
よ
り
、
そ
の
必

要
性
が
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
た
検
証
を
行
い
ま
す
。

○
高
齢
者
、
子
ど
も
、
障
害
者
な
ど

に
配
慮
し
た
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
な
ど
人
に
や
さ
し
い
道
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ
の
指
定
管
理
者

制
度
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

○
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
と

利
用
料
金
適
正
化
の
検
討
を
行
い

ま
す
。

■
伝
統
文
化
の
継
承
と
文
化
・
芸
術

活
動
の
充
実

○
伝
統
芸
能
活
動
や
歴
史
講
座
を
通

じ
て
、
水
巻
町
の
伝
統
文
化
を
保

護
、
継
承
し
て
い
き
ま
す
。

○
質
の
高
い
音
楽
、
美
術
、
演
芸
な

ど
に
触
れ
感
性
を
磨
く
機
会
や
場

■
公
共
バ
ス
の
利
便
性
の
確
保

○
民
間
バ
ス
事
業
者
や
北
九
州
市
と

の
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
路
線
や

利
用
対
象
の
見
直
し
に
向
け
た
議

論
を
進
め
ま
す
。

■
居
住
環
境
の
整
備

○
都
市
計
画
法
、
水
巻
町
宅
地
開
発

指
導
要
綱
の
適
正
な
運
用
に
よ
る

良
好
で
快
適
な
定
住
環
境
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

○
多
様
な
選
択
肢
の
あ
る
民
間
住
宅

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
図
書
館
の
充
実

○
北
九
州
市
周
辺
と
の
広
域
利
用
の

状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
運
営
シ

ス
テ
ム
の
再
構
築
を
行
い
充
実
し

た
図
書
館
運
営
を
図
り
ま
す
。

■
文
化
財
の
保
護
・
保
存

○
町
内
文
化
財
め
ぐ
り
や
地
域
資
源

に
関
す
る
講
座
や
見
学
会
な
ど
を

開
催
し
ま
す
。

○
炭
鉱
関
連
資
料
の
整
理
・
保
存
や

情
報
収
集
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
オ
ラ
ン
ダ
と
の
独
自
交
流
を
継
続

開
発
を
誘
導
し
て
い
き
ま
す
。

■
町
営
住
宅

○
町
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計

画
に
基
づ
き
、
管
理
戸
数
の
適
正

化
を
図
り
ま
す
。

○
民
間
賃
貸
住
宅
の
導
入
、
戸
数
削

減
計
画
を
含

め
た
吉
田
団

地
建
替
計
画

案
を
検
討
し

ま
す
。

○
鯉
口
団
地
、

高
松
団
地
の

す
る
と
と
も
に
、
外
国
文
化
を
理

解
で
き
る
国
際
感
覚
を
も
っ
た
人

し

一
部
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
を
検
討
し

ま
す
。

○
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り

入
れ
た
質
の
高
い
住
宅
の
供
給
に

努
め
ま
す
。

○
都
市
緑
地
保
全
法
を
ふ
ま
え
、
公

園
や
緑
地
、
水
辺
空
間
の
整
備
・

保
全
に
努
め
ま
す
。

○
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
て
、
町

域
全
体
の
緑
化
活
動
を
推
進
し
ま

す
。

③
生
涯
学
習
の
推
進

④
心
身
を
育
む
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興

⑤
文
化
・
芸
術
の
振
興
と

文
化
財
の
保
護
・
活
用

⑥
国
際
交
流
の
推
進

材
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

①
計
画
的
な
土
地
利
用

②
市
街
地
の
整
備

③
地
域
交
通
体
系
の
整
備

④
住
宅
環
境

⑤
公
園
・
緑
地
の
整
備
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第
４
章

環
境
に
配
慮
し
た
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
（
生
活
環
境
）

○
公
共
下
水
道
事
業
に
よ
る
生
活
雑

排
水
の
適
正
処
理
を
通
し
て
、
河

川
の
浄
化
に
努
め
、
魅
力
あ
る
河

川
景
観
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

○
継
続
的
な
河
川
の
水
質
検
査
を
実

施
し
ま
す
。

○
環
境
保
全
の
た
め
、
有
機
リ
ン
洗

剤
や
廃
油
な
ど
の
汚
染
物
質
の
排

出
防
止
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

○
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
、住
民
、

第
５
章

活
力
あ
ふ
れ
る
た
く
ま
し
い
ま
ち
づ
く
り
（
産
業
）

■
生
産
基
盤
の
整
備
と
後
継
者
の
育

成
○
稲
作
中
心
の
農
業
生
産
か
ら
作
物

の
種
類
を
増
や
し
、
効
率
的
な
農

業
生
産
基
盤
の
整
備
を
図
り
、
農

業
用
施
設
や
設
備
の
整
備
充
実
に

努
め
ま
す
。

○
後
継
者
や
新
規
就
農
者
の
育
成
を

含
め
た
人
材
育
成
事
業
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
特
に
、
定
年
帰
農
者

行
政
、
専
門
家
、
各
種
団
体
か
ら

な
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
環
境
基
本
計
画
策
定
に
関
す
る
検

討
を
行
い
ま
す
。

○
「
環
境
美
化
の
日
」
で
の
「
町
内

一
斉
清
掃
活
動
」を
継
続
し
ま
す
。

■
水
の
安
定
供
給
と
効
率
運
営

○
上
水
道
に
つ
い
て
は
、北
九
州
市
・

中
間
市
か
ら
の
安
定
供
給
を
図
り

ま
す
。

○
緊
急
時
の
情
報
発
信
や
作
業
な
ど

へ
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

■
地
産
地
消
の
推
進

○
安
全
・
安
心
な
産
地
づ
く
り
を
進

め
、
地
元
農
産
物
の
学
校
給
食
な

ど
へ
の
供
給
や
食
育
を
推
進
し
、

地
元
消
費
を
進
め
る
体
制
づ
く

り
に
努
め
ま

す
。

○
地
元
の
直
売

所
な
ど
へ
の

出
荷
に
よ
る

地
産
地
消
の

推
進
。

災
害
に
対
応
で
き
る
体
制
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

○
有
収
率
の
向
上
や
経
費
の
節
減
な

ど
効
率
的
な
水
道
事
業
の
運
営
に

努
め
ま
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
の
推
進

○
自
然
条
件
、
人
口
の
状
況
な
ど
を

総
合
的
に
検
討
し
、
計
画
的
か
つ

効
率
的
な
下
水
道
事
業
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

○
遠
賀
川
下
流
流
域
下
水
道
事
業
の

全
体
計
画
見
直
し
お
よ
び
維
持
管

理
基
金
の
創
設
を
検
討
し
ま
す
。

○
学
校
給
食
使
用
作
物
供
給
量
に
関

す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

○
企
業
が
町
に
進
出
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、
工
場

誘
致
条
例
の
要
件
を
見
直
し
て
積

極
的
な
誘
致
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

○
設
備
投
資
な
ど
事
業
拡
大
の
た
め

の
融
資
な
ど
の
各
種
優
遇
措
置
を

通
し
て
、
既
存
企
業
の
支
援
に
努

め
ま
す
。

○
水
巻
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事

業
の
認
可
区
域
拡
大
や
財
政
計
画

の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

○
コ
ス
ト
の
削
減
を
考
慮
し
た
施
工

方
法
を
検
討
し
ま
す
。

■
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化

○
生
ご
み
の
堆
肥
化
や
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化
や

再
資
源
化
を
進
め
な
が
ら
循
環
型

社
会
の
形
成
を
促
進
し
ま
す
。

○
活
気
あ
ふ
れ
る
商
業
環
境
の
整
備

と
地
域
に
根
ざ
し
た
小
売
業
や
サ

ー
ビ
ス
業
の
育
成
を
図
る
た
め
、

地
元
特
産
物
を
流
通
ル
ー
ト
に
乗

せ
る
た
め
の
組
織
づ
く
り
や
都
市

基
盤
の
整
備
も
含
め
た
活
性
化
対

策
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

○
簡
易
包
装
の
推
進
や
レ
ジ
袋
の
削

減
な
ど
身
近
に
で
き
る
減
量
化
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

○
分
別
収
集
を
強
化
し
ま
す
。

○
地
域
や
学
校
で
「
ご
み
と
な
る
も

の
を
つ
く
ら
な
い
」「
減
ら
す
」「
く

り
返
し
使
う
」「
再
生
利
用
す
る
」

と
い
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
啓

発
を
行
い
、
そ
れ
を
実
践
し
て
い

き
ま
す
。

○
不
法
投
棄
に
対
す
る
住
民
参
画
に

よ
る
自
主
的
な
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

○
「
水
巻
で
か
に
ん
に
く
」
を
特
産

品
の
核
と
し
て
水
巻
ブ
ラ
ン
ド
の

質
の
向
上
・
維
持
を
図
る
た
め
、

農
業
者
、
商
業
者
お
よ
び
関
係
団

体
、
さ
ら
に
は
住
民
の
参
画
も
含

め
た
異
業
種
間
の
交
流
や
連
携
体

制
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

①
地
域
特
性
を
活
か
し
た

農
業
の
振
興

①
自
然
環
境
の
保
全
と
環

境
美
化
活
動

②
快
適
な
生
活
環
境
の
充
実

③
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成

と
地
球
環
境
の
保
全

②
個
性
を
発
揮
す
る
工
業

の
振
興

③
活
気
が
あ
り
触
れ
あ
い

の
あ
る
商
業
の
振
興

④
次
代
の
活
力
を
生
む
産

業
連
携
の
推
進

特集「第４次総合計画スタ ト」
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第
６
章

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
（
防
災
・
消
防
・
救
急
・
交
通
安
全
・
防
犯
）

■
防
犯
意
識
の
高
揚

○
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動

を
さ
ら
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

○
安
全
・
安
心
の
た
め
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
の
た
め
に
警
察
、
行
政
、

地
域
住
民
が
連
携
し
た
地
域
防
犯

体
制
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

○
各
家
庭
が
門
灯
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ

ト
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
を
明
る
く
す
る
「
一
戸

一
灯
運
動
」
を
検
討
し
ま
す
。

第
７
章

い
き
い
き
と
健
や
か
に
暮
せ
る
ま
ち
づ
く
り
（
保
健
・
福
祉
）

■
健
康
づ
く
り
推
進
体
制
と
健
康
診

査
の
充
実
強
化

○
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、「
い

き
い
き
ほ
ー
る
」
の
積
極
的
な
活
用

を
図
り
、
日
常
生
活
に
密
着
し
た
健

康
相
談
や
健
康
教
室
、
各
種
保
健
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

○
住
民
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る

た
め
、「
食
」
を
中
心
と
し
た
栄
養

相
談
や
指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
消
防
救
急
体
制
の
整
備
充
実

○
消
防
団
員
の
確
保
に
努
め
、
各
種

災
害
に
備
え
た
教
育
訓
練
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

○
だ
れ
も
が

消
火
器
や

自
動
体
外

式
除
細
動

器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
を
使

用
で
き
る

よ
う
な
講

習
会
や
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

○
医
療
制
度
改
革
と
連
動
し
た
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

○
健
康
診
査
の
受
診
率
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

○
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め
の
各

種
教
室
・
講
座
や
相
談
指
導
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
「
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
」

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
乳
幼
児
・
母
子
保
健
事
業
の
充
実

○
乳
幼
児
健
康
診
査
の
充
実
と
と
も

に
、
子
ど
も
の
心
の
健
康
、
育
児

不
安
の
軽
減
、
母
親
の
健
康
診
査

■
防
災
体
制
の
整
備
充
実

○
「
地
域
防
災
計
画
」「
国
民
保
護

計
画
」
に
基
づ
き
、
高
齢
者
な
ど

の
社
会
的
弱
者
に
配
慮
し
た
、
情

報
伝
達
方
法
や
避
難
体
制
の
整
備

を
図
り
ま
す
。

○
町
内
一
斉
放
送
が
可
能
な
防
災
行

政
無
線
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
充
実
を

図
り
ま
す
。

■
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

の
支
援
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
妊
婦
健
康
診
査
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
救
急
医
療
体
制
の
充
実

○
遠
賀
中
間
医
師
会
お
ん
が
病
院
と

の
連
携
の
も
と
で
小
児
救
急
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

○
夜
間
診
療
体
制
や
休
日
診
療
体

制
、
小
児
救
急
医
療
体
制
の
対
応

を
促
進
し
ま
す
。

■
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援

○
ま
ち
の
防
災
機
能
を
高
め
る
た

め
、
道
路
の
拡
幅
や
退
避
地
の
確

保
を
行
い
、
災
害
時
に
避
難
場
所

や
避
難
ル
ー
ト
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

○
学
校
施
設
な
ど
公
共
施
設
の
耐
震

補
強
工
事
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

○
災
害
ご
と
に
予
防
対
策
を
検
討

し
、
体
制
・
対
策
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

○
騒
音
、
振
動
な
ど
の
公
害
に
つ
い

○
子
育
て
の
相
談
体
制
や
情
報
発

信
、
学
習
機
会
の
提
供
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
児
童
少

年
相
談
セ
ン

タ
ー
に
お
け

る
相
談
機
能

を
強
化
し
ま

す
。

○
産
褥
期
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
事

業
や
障
害
児
放
課
後
学
童
保
育
を

実
施
し
ま
す
。

て
は
調
査
を
行
い
、
改
善
・
指
導

体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
動
物
公
害
に
つ
い
て
は
、
飼
い
主

へ
の
正
し
い
飼
い
方
や
し
つ
け
方

を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
登
録
や

予
防
注
射
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

○
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て

消
費
生
活
相
談
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

○
新
た
な
手
口
に
よ
る
架
空
請
求
に

対
す
る
対
策
や
正
し
い
消
費
の
知

識
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

○
延
長
保
育
、
前
延
長
保
育
、
休
日

保
育
な
ど
、
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
更

な
る
対
応
を
行
い
ま
す
。

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

■
児
童
虐
待
の
予
防

○
児
童
虐
待
を
予
防
す
る
観
点
か
ら
、

妊
娠
期
か
ら
継
続
し
た
相
談
お
よ

び
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

○
核
家
族
や
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
子

育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

○
地
域
に
お
け
る
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

②
防
災
対
策
の
推
進

①
消
防
・
救
急
・
防
犯

③
公
害
対
策
の
推
進

④
消
費
者
保
護
行
政
の
充
実

①
健
全
な
心
身
を
育
む
健

康
づ
く
り
の
推
進

②
産
み
育
て
や
す
い
子
育

て
支
援
の
充
実

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
児
童
少
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■
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

○
高
齢
者
が
在
宅
で
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
地
域
に
密
着
し
た
き
め
の

細
か
い
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
を

推
進
し
ま
す
。

○
家
族
介
護
者
に
対
す
る
介
護
相

談
・
情
報
提
供
な
ど
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

○
単
身
高
齢
者
や
閉
じ
こ
も
り
が
ち

な
高
齢
者
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
シ
ル
バ
ー
事
業
の
作
業
項
目
を
充

実
し
、
多
様
な
能
力
を
発
揮
す
る

機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

■
高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
体
制
づ

く
り
の
推
進

○
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
せ
る
よ
う
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
高
齢

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
さ
ら
に
は
「
い
き
い

き
ほ
ー
る
」
が
情
報
を
共
有
し
、

地
域
に
お
け
る
見
守
り
と
介
護
予

防
事
業
を
含
め
地
域
が
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

○
地
域
福
祉
を
担
う
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
住
民
の

自
主
的
、
自
発
的
な
福
祉
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

○
独
居
高
齢
者
、
老
老
介
護
世
帯
支

援
の
た
め
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
と
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

き
ま
す
。

○
認
知
症
で
身
内
の
支
援
が
望
め
な

い
高
齢
者
の
成
年
後
見
制
度
の
活

用
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

○
前
期
高
齢
者
の
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

○
介
護
予
防
事
業
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

■
自
立
生
活
へ
の
支
援 

○
「
水
巻
町
障
害
福
祉
計
画
」
で
示

さ
れ
た
各
種
サ
ー
ビ
ス
供
給
量
を

確
保
し
て
い
き
ま
す
。

○
早
期
療
育
に
つ
な
げ
る
た
め
の
障

害
の
あ
る
乳
幼
児
の
相
談
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

○
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

活
用
し
た
身
近
な
相
談
支
援
体
制

を
確
保
し
ま
す
。

■
地
域
社
会
や
政
策
へ
の
参
加

○
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
社
会

参
加
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
障
害
者
体
験
学
習
な
ど
を
通
し
た

障
害
者
に
対
す
る
理
解
と
啓
発
を

促
進
し
て
い
き
ま
す
。

○
障
害
者
の
要
望
や
意
見
が
政
策
な

ど
に
反
映
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

○
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会
の
機
能

充
実
を
図
り
ま
す
。

○
公
共
施
設
、
道
路
建
築
物
な
ど
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
ま
す
。

○
障
害
者
に
つ
い
て
の
理
解
を
求
め

る
啓
発
活
動
や
、
地
域
住
民
と
の

交
流
の
場
づ
く
り
な
ど
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
ま
す
。

○
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
生

涯
学
習
活
動
へ
の
障
害
者
の
参
加

に
配
慮
し
た
企
画
を
推
進
し
ま

す
。

○
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
障
害
者
を

対
象
に
し
た
防
災
・
防
犯
体
制
を

確
立
し
ま
す
。

第
８
章

効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
基
盤
の
構
築
（
行
財
政
）

■
効
率
的
な
行
政
運
営
と
町
職
員
の

資
質
向
上

○
職
員
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ

き
、
町
職
員
の
定
員
管
理
に
努
め

ま
す
。

○
新
た
な
行
政
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
よ
う
な
組
織
運
営
に
努

め
ま
す
。

○
効
果
的
な
研
修
シ
ス
テ
ム
の
活
用

や
適
正
な
評
価
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

町
職
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

○
職
員
研
修
シ
ス
テ
ム
を
充
実
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

■
情
報
基
盤
整
備
に
よ
る
高
度
情
報

化
の
推
進

○
情
報
基
盤
の
整
備
に
合
わ
せ
た
文

書
管
理
、
施
設
管
理
を
は
じ
め
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
事
務

の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

○
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を
再
構

築
し
ま
す
。

○
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
強
化
し

ま
す
。

■
効
率
的
な
財
政
運
営
の
確
立

○
指
定
管
理
者
制
度
な
ど
民
間
活
力

の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

○
歳
入
の
柱
で
あ
る
町
税
確
保
の
た

め
、
町
税
徴
収
職
員
の
能
力
向
上

や
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
図
れ
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
、

人
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

滞
納
者
へ
の
納
税
意
識
の
啓
発
や

積
極
的
な
滞
納
対
策
に
よ
り
徴
収

率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
に
つ
い

て
は
、
減
免
基
準
の
見
直
し
を

行
う
な
ど
、
受
益
者
負
担
の
観

点
か
ら
、
適
正
化
に
向
け
て
努

力
し
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
公

売
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

○
町
税
、
使
用
料
、
保
育
料
な
ど
の

口
座
振
替
を
促
進
し
ま
す
。

○
猪
熊
町
営
住
宅
跡
地
の
宅
地
開
発

を
促
進
し
ま
す
。

■
広
域
連
携
の
強
化

○
地
方
分
権
の
効
率
的
な
推
進
や
財

政
的
な
効
果
が
図
れ
る
よ
う
広
域

連
携
を
推
進
し
ま
す
。

○
防
災
、
下
水
道
な
ど
に
お
け
る
近

隣
市
町
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま

す
。

○
消
防
の
広
域
化
や
消
防
署
建
替
に

あ
わ
せ
て
町
内
に
分
署
の
設
置
を

検
討
し
ま
す
。

○
市
町
村
合
併
に
向
け
た
情
報
収
集

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

○
水
道
事
業
の
北
九
州
市
へ
の
統
合

を
推
進
し
ま
す
。

①
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政

運
営
の
推
進

④
障
害
者
が
い
き
い
き
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
の
推
進

③
高
齢
者
が
元
気
で
暮
ら
せ

る
環
境
づ
く
り
の
推
進

②
広
域
連
携
の
推
進

特集「第４次総合計画スタ ト」
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保
険
料
は
ど
の
よ
う
に
決
め
る
の
？

医
療
給
付
費
の
１
割
を
、
保
険
加
入
者
で
負
担

し
ま
す
。
所
得
に
応
じ
て
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

今
年
の
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
。
７
月
は
平
成
20
年
度
の
保
険
料
が

決
定
す
る
月
で
す
。
今
月
は
保
険
料
の
仕
組
み

や
支
払
い
方
法
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
国
が
制
度
見
直
し
案
を
検
討
し
て
い
る
た

め
、
今
後
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

役
場
国
保
年
金
係
☎
２
０
１

局
４
３
２
１
番
ま
た
は
福
岡
県
後
期
高
齢
者

広
域
連
合
（
０
９
２
）
６
５
１
局
３
１
１
１
番

医
療
費
総
額
の
う
ち
、
病
院
で
払
う
自
己
負
担
額
を
除
い
た
残
り
を
医
療
給

付
費
と
い
い
ま
す
。
そ
の
医
療
給
付
費
の
約
５
割
を
国
と
県
、
町
の
税
金
で
ま

か
な
っ
て
い
ま
す
。残
り
の
う
ち
約
４
割
を
現
役
世
代
が
支
援
金
と
し
て
負
担
、

最
後
の
残
り
１
割
を
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
加
入
者
が
所
得
に
応
じ

て
負
担
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、今
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
と
は
違
い
、

世
帯
単
位
で
は
な
く
加
入
者
一
人
ひ
と
り
に
保
険
料
が
か
か
り
ま
す
。
一
人
当

た
り
の
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
を
基
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

保
険
料
は
均
等
割
額
（
５
万
９
３
５
円
）
と
所
得
割
額
（
総
所
得
金
額
等
か

ら
33
万
円
を
引
い
た
額
の
９
・
24
％
）
で
計
算
さ
れ
、
所
得
の
少
な
い
世
帯
の

人
は
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
の
限
度
額
は
50
万
円
で
す
。
保

険
料
率
は
２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
の
保
険
料
の
通
知
書
は
、
７
月
中
旬
に
お
届
け
し
ま
す
。

QA 後
期
高
齢
者
医
療
制
度

早
分
か
り
Ｑ
＆
Ａ

病
院
で
の
窓
口
負
担
は
ど
う
な
る
の
？

負
担
割
合
（
１
割
・
３
割
）
を
毎
年
８
月
に
判
定

し
ま
す
。

毎
年
８
月
に
、
病
院
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
負
担
区
分
（
１
割
・
３
割
）
の
判

定
を
行
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

は
、
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る

世
帯
の
人
（
下
の
表
参
照
）
は

現
役
並
み
所
得
者
と
さ
れ
、
窓

口
で
の
負
担
が
３
割
と
な
り
ま

す
。負

担
割
合
が
変
わ
る
人
に
は

７
月
中
に
新
し
い
保
険
証
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
以

降
は
、
新
し
い
保
険
証
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

QA

○現役並み所得者の判定基準

※所得と収入の基準は変わりませんが、収入判定の範
囲が変わります。このため、今まで１割負担だった
人が３割負担になる可能性があります。

平
成
20
年
7
月
ま
で

範
囲

同 世帯内の後期高齢者医療制度加入者お
よび 70～74歳の国保または被用者保険（社
会保険など）の加入者に係る所得と収入

課税所得145万円以上で
合計収入 複数世帯 520万円以上

単身世帯383万円以上

平
成
20
年
8
月
か
ら

範
囲
同 世帯内の後期高齢者医療制度
加入者の所得と収入

課税所得145万円以上で
合計収入 複数世帯 520万円以上

単身世帯383万円以上

所
得
と
収
入

所
得
と
収
入
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保
険
料
は
ど
う
や
っ
て
支
払
う
の
？

原
則
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
り
ま
す
。
天

引
き
で
き
な
い
人
は
、
納
付
書
払
い
や
口
座
振

替
と
な
り
ま
す
。

QA
保
険
料
は
、
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
手
間
を
省
く
た
め
、
原
則
的
に
年
金

か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
額
が
18
万
円
未
満
の

人
な
ど
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で
個
別
に
納
付
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
の
支
払
い
方
法
は
左
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

ケース１ すでに年金から保険料が天引きされている人
支払方法 これまでどおり年金から天引き（特別徴収）

されます。10 月以降の天引き額は、今月
決定する年間保険料から仮徴収額を差し引
いた残りで決定されます。なお、天引きの
基準に該当しなくなった人は、納付書払い
に変更となります。

４・６・８月に各 5,000円天引きされていて、年間
保険料額が36,000円となった場合

４・６・８月に各 5,000円天引きされていて、年間
保険料額が15,200円となった場合

※４･６･８月は天引き。７月の端数200円は納付書払いです。

ケース２ 納付書払い（口座振替）の人
支払方法 ７月から来年３月までの９回に分けて納付

書または口座振替で納付します。
年間保険料額が 25,000 円の場合

ケース３ 制度加入前日に被用者保険（社会保険など）
の加入者本人であった人

支払方法 ７月～９月は納付書での納付となります。
10月以降は年金から天引きされます。なお、
天引きの基準に該当しない人は、７月～来
年３月までの９回に分けて納付書または口
座振替で納付します。

10 月から天引きできる人で、年間保険料額が
25,000 円の場合

ケース４ 制度加入前日に被用者保険（社会保険など）
の加入者本人に扶養されていた人

支払方法 今年度は特別措置のため９月までの納付は
無く、10月以降は年金から天引きされます。
なお、天引きの基準に該当しない人は、10
月～来年 3月までの 6回に分けて納付書ま
たは口座振替で納付します。

10 月から天引きできる人で年間保険料額が
2,500 円の場合

天引きが出来ず、納付書払い（口座振替）にな
る人

4 月 ６月 ８月 10月 12 月 ２月

5,000 円 5,000 円 5,000 円 7,000 円 7,000 円 7,000 円

4月 ６月 ７月 ８月

5,000 円 5,000 円 200 円 5,000 円

７月 ８月～３月

3,400 円 毎月 2,700 円の支払い

７月 ８月 ９月 10月 12 月 ２月

4,300 円 4,100 円 4,100 円 4,300 円 4,100 円 4,100 円

10 月 12 月 ２月

900 円 800 円 800 円

10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

500 円 400 円 400 円 400 円 400 円 400 円

○保険料の支払方法

例

例

例

例

例

例

広
域
連
合
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的
と
し
て
健
康
診
査
を
実

施
し
ま
す
。
７
月
下
旬
に
受
診
券
と
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

●
対

象

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
（
現
在
、
生
活
習
慣
病
の
治
療
を

受
け
て
い
る
人
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
生
活
習
慣
病
と
は
、糖
尿
病
、

高
血
圧
症
、
高
脂
血
症
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
で
す
）

●
と

き

７
月
下
旬
〜
平
成
21
年
３
月
31
日

●
費

用

一
人
５
０
０
円

●
受
診
券
の
送
付
時
期

①
平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
７
月
末
ま
で
に
被
保
険
者
と
な
る
人

７
月
下
旬

②
平
成
20
年
８
月
以
後
に
被
保
険
者
と
な
る
人

被
保
険
者
と
な
る
月
（
75
歳

の
誕
生
月
な
ど
）
の
上
旬

●
受
診
方
法

健
康
診
査
の
実
施
医
療
機
関
に
予
約
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◉ 広報みずまき 2008.7.109



染織をしている小笠原伊津子さん【雅号：
小笠原依津好】（頃末北）が、第１04 回太
平洋展で文部科学大臣賞を受賞しました。
受賞した作品名は「賛美－レクイエムⅡ」。

一枚の布に一色の色をつけては、何回も洗
って乾燥させていく染織の作品づくり。製作

には、長い時で半年かかるそうです。
「思いが強ければ色が強く出てしまい
ます。色彩の透明感を出すために洗う工
程をていねいに行いました」と話す小笠
原さん。
「おもしろそうだからやってみたい」と町の
染工房で行われた講座を受講してから10
年。長くつきあい楽しめる染織との出会い
が今回の受賞につながりました。受賞、お
めでとうございました。

５月27日、第一保育所で火災避難訓練が行われました。
「ほーら、これがサイレンの音だよ」と子どもたちに話し
かける消防士。その手が消防車のスイッチにかかると、サイ
レンの音があたりに響きわたります。大きなサイレンの音に
子どもたちはびっくりするかと思いきや表情は一変。「キャ
ー」と声をあげ「うわぁ、サイレンだ。すごい」と、サイレ
ンの音に負けない元気な声で大はしゃぎしていました。
裸足で飛び出した避難訓練や消防士とのふれあい。一つ

ひとつの体験が、いざというとき、身を守ることにつながる
でしょう。

あなたの周りの出来事や
身近な話題をお待ちしています の

わたいちま
Town's Topics

出
会
っ
て
十
年
目
の
快
挙

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

サイレンの音に大喜び
第一保育所火災避難訓練

６月10日、頃末小学校で不審者対応訓練が
行われました。
警察官ふんする不審者が、訓練用の刃物を振

りかざし正面玄関から大きな声をあげて侵入。
長い警棒や雑巾用のモップを持った先生たち
は、不審者を取り押さえるため必死に飛びつい
ていきます。棒を使って間合いをとりながら、
追い詰めていく先生たち。２人で覆いかぶさり
身動きできないように押さえつけると訓練は終
了しました。
「体は大丈夫ですか。本当に大丈夫ですか」
と不審者役の警察官に声をかけるほどの激しい
訓練。大切な子どもたちを守るために、見えな
いところで大人たちの努力は続いています。

取り押さえろ！
頃末小学校不審者対応訓練

って乾燥させていく染織の作品づくり。製作

ます。色彩の透明感を出すために洗う工
程を
原さん。
「おもしろそうだからやってみたい」と町の
染工房で行われた講座を受講してから10
年。長くつきあい楽しめる
が今回の受賞につながりました。受賞、お
めでとうございました。

受賞した作品「賛美－レクイエムⅡ」↑
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梅雨空の６月23日、猪熊小学校の５年生が田植えに挑戦し
ました。
「うわぁー」、「きゃー」。田んぼのなかに一歩一歩入っていく子
どもたちから元気な声が広がります。泥で足をとられたり、しり
もちをついたりする様子に、通りがかりの人たちから笑顔がこ
ぼれていました。
一つずつ子どもたちの手で植えられた稲。一列一列進むごと
に、子どもたちの顔についた泥の数は、どんどん増えていきま
した。この日植えられた稲はヒヨクモチ。実りの秋にはもち米
となり、おいしい餅が味わえます。今から楽しみですね。

このブロックで止める
地域女性バレーボール大会

６月1日、町民体育館で地域女性バレーボール大会が開催さ
れ、６チーム90人が参加しました。
高くあげられたトスを受けて、打ち込まれる強烈なアタック。

白いボールは、４本の手で作られた２枚ブロックを破って相手
のコートに炸裂しました。「やったねー。よっしゃー」とコート
内のメンバーからも歓声があがります。また、ボールを拾おうと
して転んでしまい、本人もメンバーも思わず顔を見合わせて笑
いあう場面も見られました。
熱戦の結果は、次のとおりです。

▷１位 水巻スロッターズ ▷２位 水巻南

み
ん
な
泥
ん
こ
ま
み
れ

猪
熊
小
学
校
田
植
え
体
験

楽しかったふれあいまつり

６月１日、高齢者福祉センターで開設１
周年を記念したふれあいまつりが行われま
した。この日は天気にも恵まれ、会場には
お年寄りから子どもまでたくさんの人が来
場。ステージで繰り広げられる歌や踊り、
大道芸などを楽しんでいました。

みんなでまちをきれいに

環境美化の日の６月８日、町内一斉に清
掃活動が行われました。町内の各地域でた
くさんの皆さんが清掃に参加。道路の草
取りやポイ捨てされたゴミの回収などで約
11トンのゴミが集められました。皆さん、
ご協力ありがとうございました。

青空の下、親子でリフレッシュ

５月27日、みどりんぱぁーくで子育て
広場が開催されました。これは子育て支
援センターが行っているもので、18 組 40
人の親子が参加しました。
この日は屋外ということで、子どもたち

も元気いっぱい。ボールを転がしたり、ビ
ニール袋で作った凧を飛ばしたりと、楽し
そうに走り回っていました。
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地
域
の
出
来
事
や
サ
ー
ク
ル
・
講
座

の
お
誘
い
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、

イ
ラ
ス
ト
、
広
報
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

想
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
役
場
広
報
情
報
係

☎
２
０
１
局
４
３
２
１
番
へ

読者の皆さんが
つくるページです

料理一口メモ
もやしを使った肉と野菜たっぷりの
おかずです。もやしをスパゲティー
に代えることもできますが、もやし
を使ったほうがヘルシーです。簡単
に作れるので、夏休みに親子でチャ
レンジしてはいかがですか。
１人分249キロカロリー 塩分0.5グラム

①もやしをさっと炒めて皿に移す。
②にんじん、ピーマン、牛肉はせ
ん切りにする。

③フライパンにサラダ油を入れて
熱し②を炒める。塩とこしょう
をふってから、焼肉のたれで味
付けをする。
④①のもやし上に③をのせてでき
あがり。

作り方

もやし 1袋
にんじん ¹/₈本
ピーマン 1個
牛肉 80g
サラダ油 小さじ 1
塩、こしょう 各少々
焼肉のたれ 小さじ２

材料・2人分

スタミナ焼肉スパゲティ風もやし炒め

６
月
６
日
、

水
巻
南
中
学
校

生
徒
会
か
ら
日

本
ユ
ニ
セ
フ
協

会
中
国
大
地
震

緊
急
募
金
に

４
万
２
１
２
円

が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
募
金
さ
れ
た
お
金
は
、
５
月
26

日
か
ら
30
日
に
生
徒
会
の
メ
ン
バ
ー

が
全
校
生
徒
に
呼
び
か
け
て
集
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

報
道
で
伝
え
ら
れ
て
く
る
被
害
の

様
子
。現
地
の
人
た
ち
の
た
め
に「
自

分
た
ち
で
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

の
か
」
と
い
う
思
い
か
ら
募
金
活
動

は
始
ま
り
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
人
た
ち
の
復
興
に
、

少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。

【
水
巻
南
中
学
校
】

大
き
な
声
で
い
つ
も
笑
い
あ
い
な

が
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
歌

っ
て
、
素
敵
な
感
動
を
共
有
し
ま
せ

ん
か
。

●
と

き

毎
月
第
２
・
３
・
４
月
曜

日
午
前
10
時
〜
正
午

●
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

●
費

用

月
３
０
０
０
円

●
講

師

重
住
千
寿
香
さ
ん

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

☎
６
０
１
局
５
８
２
０
番

●
と

き

７
月
13
日
（
日
）

▽
分
科
会

午
前
10
時
〜
正
午

▽
全
体
会

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

●
と
こ
ろ

中
間
市
中
央
公
民
館

●
内

容

平
野
栄
一
さ
ん
（
教
育

ア
ナ
リ
ス
ト
・
元
高
校
教
師
）
の

記
念
講
演
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来

の
た
め
に
人
間
が
大
切
に
さ
れ
る

社
会
を
！
」
な
ど

●
費

用

５
０
０
円
（
資
料
代
）、

５
０
０
円
（
弁
当
代
）

●
問
い
合
わ
せ

宮
下
☎
２
４
６
局

１
４
５
３
番

私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
の
バ
イ

オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
の
合
唱

団
で
す
。
今
回
は
映
画
や
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
名
曲
を
演
奏
。
だ
れ
も
が
楽
し

め
る
心
温
ま
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

●
と

き

７
月
27
日
（
日
）
午
後

２
時
〜

●
と
こ
ろ

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ

●
演
奏
曲
目

サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
、エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
、

カ
ノ
ン
な
ど

●
費

用

５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
の
人
は
無
料
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

貞
国

☎
２
０
２
局
７
４
３
９
番

【
教
養
学
部
】

▽
学
士
（
教
養
）
の
学
位
が
取
得
で

き
ま
す
（
全
科
履
修
生
） 

▽
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
入
学

で
き
、
人
文
・
社
会
・
自
然
・
産

業
な
ど
の
幅
広
い
分
野
の
科
目

（
約
３
０
０
科
目
）
か
ら
学
べ
ま

す
（
科
目
履
修
生
・
選
科
履
修
生
） 

▽
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん

【
大
学
院
】

▽
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も

入
学
で
き
ま
す
（
修
士
科
目
生
・

修
士
選
科
生
）

●
申
込
期
限

８
月
31
日
（
日
） 

●
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
福
岡
放

送
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
（
０
９
２
）

４
７
３
局
１
３
６
５
番

中
間
・
遠
賀
地
区
母
親
大
会

放
送
大
学
学
生
募
集

vol.94 みんなに
教 え た い

住民の皆さんから教えてもらったおいしいレシピを紹介

中
国
大
地
震
の
復
興
に

役
立
て
て
欲
し
い

コ
ー
ラ
ス
昌し

ょ
う

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

ド
リ
ー
ム
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱

団
の
演
奏
会
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①水巻町 ②芦屋町 ③岡垣町 ④中間市
●この写真の場所はどこにあるの●

答え    ④水巻町
●応募総数 ７
●正解総数 ６

当選者〈敬称略〉 頃末北にある伊豆神社です。め
ずらしい逆立ちをした狛犬が境内
にあります。これから夏本番を迎
えます。セミの声や子どもたちの
元気な声と一緒に、ここ伊豆神
社からも子どもみこしが出発。頃
末の街を練り歩きます。

6月10日号の答えと当選者

○ハガキにクイズの答えと住所、氏名、年齢を書
いて7月22日までに〒807-8501（住所不要）
水巻町役場広報情報係へ送ってください。
☆正解者の中から抽選で３人に500円分の図書
カードをプレゼントします。

▶永岡富美子（ 高 松 ）

▶岡 直衡（ 朳 ）
▶落合裕子（ 吉 田 三 ）

少
し
の
余
暇
を
民
舞
に
興
じ
、
人

生
を
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
も
の
に
し

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
人
に
は
懇
切

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

盆
踊
り
の
感
覚
で
、
無
料
体
験
会

へ
気
軽
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

●
と

き

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

※
８
月
６
日
か
ら
３
か
月
間
で
す
。

●
と
こ
ろ

サ
ク
ラ
ほ
ー
る
（
高
齢

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
講

師

翠
秀
珠
紫
さ
ん
（
翠
秀

流
師
範
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

サ
ク

ラ
ほ
ー
る
☎
２
０
１
局
３
３
４
４
番

会
員
に
な
る

と
、
毎
月
１
回
日

曜
日
に
行
わ
れ
る

定
期
合
同
練
習
と

遠
賀
郡
や
水
巻
町
の
テ
ニ
ス
大
会
に

参
加
す
る
資
格
が
も
ら
え
ま
す
。
ま

た
希
望
が
あ
れ
ば
、
テ
ニ
ス
同
好
会

の
４
つ
の
団
体
も
紹
介
し
ま
す
。

●
対

象

町
内
に
住
ん
で
い
る

か
、ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人（
学

生
は
除
く
）

●
定

員

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
費

用

入
会
金
５
０
０
円
、
年

間
費
１
５
０
０
円

●
申
込
期
間

随
時

●
申
込
方
法

総
合
運
動
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
事
務
所
に
置
い
て
い
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
応
募
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
担
当
者
か
ら
後
日
連

絡
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

原
口
☎
２
０
２
局

７
６
３
３
番

６
月
１
日
か
ら
、
バ
ス
の
乗
客
に

も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。
乗
車
す
る
と
き
は
必

ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
く
だ

翠
秀
流
民
舞
・
新
舞
踊

無
料
体
験
会

人にがんばった
Sports&Culture Digest

さ
い
。

バ
ス
の
乗
務
員
は
安
全
運
転
に
徹

し
て
い
ま
す
が
、
緊
急
時
に
急
ブ
レ

ー
キ
を
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

吊
革
や
握
り
棒
を
し
っ
か
り
と
に
ぎ

っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
走
行
中
に
席

を
離
れ
た
り
す
る
と
転
倒
し
て
思
わ

ぬ
ケ
ガ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

車
内
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

㈳
福
岡
県
バ
ス
協

会
☎
（
０
９
２
）
４
３
１
局
５
２

６
３
番

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
働

き
方
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
（
ス
モ
ー
ル
オ
フ
ィ

ス
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
）
の
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
拡
大
を
目
的
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

●
と

き

８
月
26
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
５
時

●
と
こ
ろ

福
岡
国
際
ホ
ー
ル
（
福

岡
市
中
央
区
天
神
）

●
内

容

講
演
「
時
給
５
０
０
円

か
ら
の
田
舎
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
起
業
」、

「
福
岡
県
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

支
援
事
業
」
な
ど

●
定

員

１
５
０
人
程
度
（
先
着

順
）

●
費

用

１
０
０
０
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎

（
０
９
２
）
７
８
１
局
２
０
１
１
番

このコーナーはスポーツや文化活動で頑張った人を紹
介するコーナーです。一生懸命に頑張る皆さんの活躍を
紙面で紹介していきます。

水
巻
町
テ
ニ
ス
同
好
会

個
人
会
員
を
募
集

バ
ス
に
乗
る
と
き
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
で
す

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
フ
ェ
ア
２
０
０
８

●６月10日●総合グラウンド●参加者 83人

【男子】①福田勝利②鴛海天明③大川雄二【女子】①髙取信
子②宮本栄子③小椋ミツ子

水巻町グラウンドゴルフ選手権大会（敬称略）

●６月８日●町民体育館

【低学年の部】③澤山和希（朳剣道）【小学４年男子の部】
①篠田直輝（朳剣道）【小学５年男子の部】②原田輝海（朳
剣道【小学５年女子の部】①佐多遥香（朳剣道）【小学6年
男子の部】③吉松賢利（剣心館）【小学６年女子の部】③江
口美咲（朳剣道）【中学男子の部】①掘将大（剣心館）【中
学女子の部】①山田真由美（朳剣道）

遠賀ロータリークラブ旗争奪少年剣道大会（敬称略）

◉ 広報みずまき 2008.7.1013



地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
っ
て
な
に
？

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

健康づくりシリーズ 254

問
い
合
わ
せ
●
い
き
い
き
ほ
ー
る
健
康
課
☎
２
０
２
局
３
２
１
２
番

最
近
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
せ
ん
か
。

遠
賀
郡
４
町
は
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
に
加
入
し
て
い
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
い
つ
ま
で
も
住
み
な
れ
た

地
域
で
健
や
か
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。

行
政
や
各
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
様
々
な
相
談
に
の
り
ま
す
。

▽
成
年
後
見
制
度
な
ど
の
紹
介

た
と
え
ば･･･

お
金
の
管
理
や
契

約
が
不
安
に
な
っ
た
。
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
し
ら
。

▽
消
費
者
被
害
の
相
談

た
と
え
ば･･･

高
い
布
団
や
健
康

器
具
な
ど
を
買
わ
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
ど
う
し
よ
う
。

▽
高
齢
者
虐
待
の
相
談

た
と
え
ば･･･

子
ど
も
や
孫
、
周

り
の
人
が
つ
ら
く
あ
た
っ
て
か
わ

い
そ
う
。
放
っ
て
お
い
て
い
い
の

か
し
ら
。

▽
介
護
に
関
す
る
相
談

健
康
や
福
祉
、
医
療
に
関
す
る

こ
と
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
。

そ
ん
な
と
き
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
保
健
師
、社
会
福
祉
士
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
を
お
く

れ
る
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
特
定
高
齢
者
へ
の
訪
問

水
巻
町
健
康
課
介
護
予
防
係
と

連
携
し
て
、
介
護
が
必
要
に
な
る
お

そ
れ
の
あ
る
人
を
訪
問
し
介
護
予

防
事
業
の
う
き
う
き
若
返
り
教
室

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▽
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
や

支
援

要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け
た

人
が
、
状
況
に
応
じ
た
訪
問
介
護
や

デ
イ
ケ
ア
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
担
当
の
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
計
画
を
立
て
て
支

援
し
ま
す
。

現
在
、水
巻
町
、芦
屋
町
、岡
垣
町
、

遠
賀
町
で
毎
月
約
１
０
０
０
人
の

要
支
援
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す

い
地
域
に
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
や
居
宅
事
業
所
、

医
療
機
関
の
人
た
ち
と
交
流
し
暮

ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
話
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
支
援
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
よ
う
に
地
域
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
支
援
し
ま
す
。

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】

●
と
こ
ろ

遠
賀
町
大
字
今
古
賀
５

１
３ 

遠
賀
町
役
場
横
車
庫
棟
２
階

●
開
所
時
間

月
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時

●
電

話
（
０
９
３
）
２
９
３
局

６
７
４
５
番

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
権
利
を
守
る
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
の
た
め
に･･･

。

70 歳以上の国保加入者（後期高齢
者医療該当者を除く）が持っている現
在の高齢受給者証は、７月31日で有
効期限が切れます。
８月からは新しい受給者証に切り替

わります。新しい受給者証は、７月下
旬に送付しますのでご確認ください。

国保加入者で非課税世帯の人は、減額認定証を申請
すれば入院時の一部負担金や食事代が減額になりま
す。新しい減額認定証の受け付けは、８月１日からにな
ります。
減額認定証は、申請月の１日から有効となりますので、
現在入院している人は、必ず８月中に申請してください。

母子家庭等医療証の更新を行います。該当する人は、
下記の物を持って、住民課国保年金係で手続きをしてく
ださい。
●と き ７月23日（水）～25日（金）
※７月24日（木）は午後７時まで開庁しています。
●持ってくるもの 健康保険証、母子家庭等医療証、
印鑑、1人暮らしの寡婦医療を受給
している人は、切替通知に同封され
ている書類一式
※去年１年間の所得が基準より高い人は、
更新が行えませんのでご了承ください。

※平成 20 年１月１日に水巻町外に住ん
でいた人は、その住所地での所得証明書が必要です。

※不明な点がありましたら、役場国保年金係に問い合
わせてください。
●問い合わせ 役場国保年金係☎ 201-4321

高齢受給者証が切り替わります

減額認定証の切り替えを行います

母子家庭等医療証の更新を行います

◉ 広報みずまき 2008.7.10 14



国民年金保険料の納付が困難な場合に、申請して
認められると保険料の納付が「全額免除」あるいは
「一部免除」となります。
「本人」、「配偶者」、「世帯主」それぞれの所得が
一定額以下の人が対象となります。

所得の高い世帯主と同居している場合でも、30
歳未満の人で本人および配偶者の所得が一定額以
下の場合に保険料の納付が猶予されます。

学生のため納付が困難な場合で、まだ手続きをし

ていない人は、この制度をぜひご利用ください。
20年度の在学が証明できるもの（学生証の表裏
のコピー・在学証明書・学校
名と学生本人の名前が記載さ
れた授業料の領収書など）と
印鑑が必要です。
※19 年度に「全額免除」「若
年者納付猶予制度」の承認
をうけ、継続審査を希望し
ていた人は、免除の申請を
行う必要はありません。

※「若年者納付猶予制度」、「学生納付特例制度」は将
来年金を受けるための資格期間には算入されますが、
追納しなければ老齢基礎年金額が減額されます。

●問い合わせ 役場国保年金係☎201-4321

保険料の申請免除・納付猶予の受
付が始まりました。
～手続きを忘れずに～

●申請免除

●若年者納付猶予制度

●学生納付特例制度

行き 帰り
伊左座小学校発 プール発 図書館発
10：10
13：35

13：20
15：20

13：22
15：22

●伊左座小学校用

行き 帰り
武道館発 吉田小学校発 プール発 図書館発
10：47
14：12

10：50
14：15

14：00
16：00

14：02
16：02

●吉田小学校用

行き 帰り
町民体育館発 猪熊小学校発 プール発 図書館発
11：27
14：52

11：30
14：55

14：40
16：40

14：42
16：42

●猪熊小学校用

【バスの発車時間】
小中学生の皆さん。夏休み期間中に無料の送迎バス

が町民プールと図書館・歴史資料館に走ります。
今年の夏休みも友達と一緒に、思いっきり楽しんで

くださいね。
●対 象 町内各小・中学校の生徒
●発着場所 伊左座・吉田・猪熊の各小学校の校門前
※武道館、町民体育館にも停車します。
●運行期間 ７月 22日（火）～８月 29日（金）
※８月６日（水）と21日（木）の午前中は運行しません。
※図書館休館日は、図書館にバスは行きません。
●運休日 土曜日、日曜日と８月 13日～ 15日
※７月６日（日）と８月31日（日）は午後２時開園です。
●問い合わせ
▷総合運動公園内スポーツ振興係☎ 201-4000
▷図書館・歴史資料館☎ 201-5000

町民プールと図書館・歴史資料館へ

送迎バスが走ります

◉ 広報みずまき 2008.7.1015



夏
は
、
海
水
浴
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
レ

ジ
ャ
ー
で
交
通
事
故

が
多
発
す
る
季
節
で

す
。交

通
事
故
の
多
く
は
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
る
１
人
ひ
と
り
の
心
が
け
と
行
動

で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

尊
い
命
を
奪
い
、
悲
し
み
を
生
む
交

通
事
故
を
防
止
し
て
、
夏
の
よ
い
思
い

出
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
期

間

７
月
10
日
（
木
）
〜
19
日

（
土
）

●
運
動
の
重
点

▽
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着

用
し
よ
う

▽
飲
酒
運
転
を
撲
滅
し
よ
う

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
を
推
進
し
よ
う

●
問
い
合
わ
せ

折
尾
警
察
署
☎
６
９

１
局
０
１
１
０
番

●
と

き

７
月
29
日
（
火
）
午
後
６

時
30
分
〜
８
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
は
、
30
日
（
水
）
に
延

期
し
ま
す
。

●
と
こ
ろ

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

●
内

容

盆
踊
り
、
和
太
鼓
演
奏
、

各
種
売
店
で
の
販
売
な
ど

※
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
☎
２
２
３
局
０
９
８
１
番

実
際
に
訓
練
し
て
い
る
生
徒
と
一
緒

に
、
ど
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
い
る
の
か

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
と

き

７
月
30
日
（
水
）、
８
月

27
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
正
午

※
受
付
開
始
は
午
前
９
時
30
分
で
す
。

●
と
こ
ろ

県
立
戸
畑
高
等
技
術
専
門

校
（
戸
畑
区
東
大
谷
）

水巻町役場

中央公民館

南部公民館

総合運動公園

・スポーツ振興係
・テニスコート 

いきいきほーる

・健康課

子育て
支援センター

児童少年
相談センター

図書館

歴史資料館 

えぶり山荘

障害者
福祉センター

高齢者
福祉センター

●
問
い
合
わ
せ

県
立
戸
畑
高
等
技
術

専
門
校
☎
８
８
２
局
４
３
０
６
番

猪
や
鹿
な
ど
の
狩
猟
を
行
う
人
は
、

狩
猟
免
許
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
狩
猟
免
許
試
験
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。
申
込
方
法
や
費
用
な
ど
詳

し
く
は
県
八
幡
農
林
事
務
所
総
務
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日
・
試
験
地

▽
８
月
22
日
（
金
）
県
八
幡
総
合
庁
舎

（
八
幡
西
区
則
松
）

▽
９
月
７
日
（
日
）
県
朝
倉
総
合
庁
舎

（
朝
倉
市
甘
木
）

●
問
い
合
わ
せ

県
八
幡
農
林
事
務
所

総
務
課
☎
６
０
１
局
８
８
５
１
番

●
試
験
日

10
月
19
日
（
日
） 

●
試
験
地

福
岡
市
、
北
九
州
市
ほ
か 

●
申
込
期
限

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

７
月
15
日

（
火
）
午
後
９
時
59
分

▽
郵
送
受
付

７
月
31
日
（
木
） 

●
問
い
合
わ
せ

㈶
福
岡
県
建
築
住
宅

セ
ン
タ
ー
☎
（
０
９
２
）
７
３
７
局

８
０
１
３
番

●
１
次
試
験
日

９
月
７
日
（
日
）

●
試
験
区
分

行
政

●
試
験
地

福
岡
市
、
東
京
都
港
区

●
採
用
予
定
数

７
人
程
度
（
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
対

象

昭
和
48
年
４
月
２
日
〜
昭

和
53
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
民
間

企
業
な
ど
で
職
務
経
験
が
５
年
以

上
あ
る
人

●
申
込
期
間

７
月
22
日
（
火
）
〜
８

月
１
日
（
金
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
は

７
月
29
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

詳
し
く

は
県
人
事
委
員
会
事
務
局
☎
（
０
９

２
）
６
４
３
局
３
９
５
６
番
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

pref.fukuoka.lg.jp/

へ

県
立
戸
畑
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

☎201-4321
℻201-4423

☎201-0401
℻201-0411

☎202-2472
℻202-2473

☎201-4000
☎201-5757

☎202-3212
℻202-3621

☎203-5772
℻203-5806

☎203-1555
℻203-1553

☎201-5000
℻201-0995

☎201-0999

☎202-6230

☎201-0794

☎201-3344

み
ん
な
で
遊
び
に
来
て
ね

芦
屋
基
地
納
涼
祭

楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
ろ
う

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

８月中旬のお盆前までに、
遠賀川の堤防の住宅側を除草
して、きれいにします。
刈草を集める作
業などのときに、
堤防上の道路が
片側通行になるこ
とがあります。
皆さんのご協力をお願いし

ます。
●問い合わせ 国土交通省遠
賀川河川事務所中間出張所
☎245-0154

遠賀川の堤防を
除草します。

平和事業の一環として長崎
から原爆被爆者を招いて平和
講演会を行います。
参加を希望する人は、７月

25日（金）までに役場庶務係
に申し込んでください。
●と き ８月６日（水）午
前９時30分～11時
●ところ 中央公民館
●問い合わせ 役場庶務係

平和講演会
みんなの願い、それは平和。

狩
猟
免
許
試
験

宅
地
建
物
取
引
主
任
者

資
格
試
験

民
間
企
業
等
職
務
経
験
者

県
職
員
採
用
試
験
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福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
は
、
介

護
保
険
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

や
考
え
を
聴
き
、
新
し
い
平
成
21
年
度

か
ら
の
計
画
を
作
り
ま
す
。

役
場
高
齢
者
福
祉
係
に
置
い
て
い
る

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
意
見
な
ど
を
記
入

し
て
、
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対

象

町
内
に
住
ん
で
い
る
４
月

１
日
現
在
で
40
歳
以
上
の
人

●
提
出
期
限

７
月
31
日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ

役
場
高
齢
者
福
祉
係

ゴ
ミ
の
減
量
化
の
た
め
、
10
月
に
行

わ
れ
る
九
州
統
一
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
レ

ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
に
参
加
で
き
る

店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

●
と

き

10
月
１
日
（
水
）
〜
31
日

（
金
）

●
対

象

小
売
店

●
取
組
内
容

レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
か

っ
た
人
に
シ
ー
ル
や
ス
タ
ン
プ
な
ど

の
特
典
を
与
え
る
、
レ
ジ
袋
不
要
カ

ー
ド
を
つ
く
る
な
ど

●
申
込
期
限

７
月
31
日
（
木
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
庁
環

境
部
循
環
型
社
会
推
進
課
☎
（
０
９

２
）
６
４
３
局
３
３
７
１
番

い
く
つ
も
の

竹
を
組
み
合
わ

せ
た
ヘ
ビ
の
お

も
ち
ゃ
。

皆
さ
ん
も
一

緒
に
、
手
作
り

で
温
も
り
が
い
っ
ぱ
い
の
昔
懐
か
し
い

お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と

き

７
月
28
日
（
月
）
午
前
９

時
〜
正
午

●
と
こ
ろ

い
き
い
き
ほ
ー
る

●
対

象

町
内
の
小
学
１
〜
６
年
生

●
講

師

小
串
邦
夫
さ
ん
（
遠
賀
凧

の
会
）

●
内

容

竹
細
工
（
ヘ
ビ
）

●
費

用

５
０
０
円

●
定

員

20
人
（
先
着
順
）

●
申
込
期
限

７
月
22
日
（
火
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福

祉
協
議
会
☎
２
０
２
局
３
７
０
０
番

地
上
か
ら
約
２
メ
ー
ト
ル
を
浮
上
す

る
体
験
が
で
き
ま
す
。
あ
な
た
も
パ
ラ

グ
ラ
イ
ダ
ー
を
操
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と

き

８
月
３
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
午
後
０
時
30
分

●
と
こ
ろ

波
津
海
水
浴
場（
岡
垣
町
）

●
対

象

20
歳
以
上
の
人

●
定

員

30
人
（
先
着
順
）

●
費

用

無
料

●
申
込
期
限

７
月
18
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

岡
垣
町

役
場
地
域
づ
く
り
課
☎
２
８
２
局
１

２
１
１
番

●
と

き

９
月
５
日
（
金
）
〜
７
日

（
日
）

●
と
こ
ろ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春

日
市
原
町
）

●
定

員

60
人
程
度
（
先
着
順
）

●
費

用

無
料

※
防
災
士
試
験
の
受
験
料
３
０
０
０
円

と
防
災
士
登
録
料
５
０
０
０
円
は

自
己
負
担
で
す
。

●
申
込
期
間

７
月
15
日
（
火
）
〜
８

月
４
日
（
月
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
庁
福

祉
労
働
部
福
祉
総
務
課
☎（
０
９
２
）

６
４
３
局
３
２
４
４
番

母
子
家
庭
の
母
や
寡
婦
の
人
を
対
象

に
、
就
職
す
る
機
会
を
増
や
す
た
め
の

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

【
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程
養
成
講

習
会
】

●
と

き

８
月
19
日
（
火
）
〜
10
月

31
日
（
金
）
平
日
昼
間
21
日
間

●
と
こ
ろ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春

日
市
原
町
）

●
定

員

20
人

●
費

用

１
万
円
程
度

【
介
護
技
術
講
習
会
】

●
と

き

10
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、

25
日
の
各
土
曜
日
４
日
間

●
と
こ
ろ

西
日
本
ビ
ル
（
福
岡
市
中

央
区
天
神
）

●
定

員

５
人

●
費

用

３
万
円
程
度

●
申
込
期
限

７
月
22
日
（
火
）
必
着

※
申
込
書
は
役
場
民
生
児
童
係
と
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健
福
祉
課

に
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

詳
し
く

は
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

（
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

介
護
保
険
の
計
画
づ
く
り
に

皆
さ
ん
の
声
を
反
映
し
ま
す

母
子
家
庭
・
寡
婦
の
た
め
の

就
業
支
援
講
演
会

マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

参
加
店
舗
を
募
集

ン
タ
ー
）
☎
（
０
９
２
）
５
８
４
局

３
９
３
１
番
へ

子
ど
も
の
言
語
や
行
動
な
ど
で
悩
ん

で
い
る
保
護
者
や
関
係
機
関
の
職
員
を

対
象
に
教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対

象

乳
幼
児
や
児
童
生
徒
と
保

護
者
、
保
育
所
、
学
校
な
ど
の
関
係

機
関
職
員 

●
と
こ
ろ

県
立
北
筑
前
養
護
学
校

（
古
賀
市
千
鳥
）

●
申
し
込
み

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ

県
立
北
筑
前
養
護
学

校
☎
（
０
９
２
）
９
４
３
局
８
６
７

４
番

●
と

き

毎
週
月
・
水
曜
日
（
祝
日

は
除
く
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
正

午
〜
午
後
１
時
は
昼
休
み
）

●
と
こ
ろ

い
き
い
き
ほ
ー
る
（
相
談

は
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

●
内

容

暮
ら
し
や
住
ま
い
、人
権
、

家
族
、
法
律
、
福
祉
、
教
育
、
心
配

ご
と
に
関
す
る
相
談

●
相
談
員

住
民
相
談
員

●
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会
☎

２
０
２
局
３
７
０
０
番

県
立
北
筑
前
養
護
学
校
の

教
育
相
談

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

フ
ラ
イ
ト
体
験
会

夏
休
み
昔
あ
そ
び
倶
楽
部

〜
竹
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
〜

防
災
士
養
成
講
座

住
民
相
談

エコ事業所宣言を
しませんか。
地球温暖化問題

の解決には事業所
の皆さんの協力が
必要です。エコ事
業所として宣言し、
省エネルギーや省資源対策に取り
組む事業所を募集します。
●対 象 県内の全ての事業所
●取組内容 節電、自然エネルギ
ーの活用、エコドライブの推進
など
※登録した事業所は、１年間の取
組内容を県へ毎年４月に報告し
てもらいます。
●申し込み・問い合わせ 詳しく
は県庁環境福祉部環境政策課☎
（092）643-3354へ
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活
用
セ
ン
タ
ー
☎
８
８
１
局
６
６
９
９
番

社
会
福
祉
協
議
会

【
一
般
寄
付
と
し
て
】

福
祉
松
快
園
様

【
香
典
返
し
寄
付
と
し
て
】

頃
末
北

故
・
松
岡

盛
親
様

松
岡

光
子
様

頃
末
南

故
・
西
村

浩
昌
様

西
村
多
基
子
様

古

賀

故
・
井
地

直
江
様

井
地

吉
野
様

二

故
・
園
山

康
人
様

園
山

正
子
様

高

尾

故
・
島
田

正
純
様

島
田
ち
ず
子
様

下

二

故
・
重
岡

利
一
様

村
上

雄
二
様

吉
田
一

故
・
福
沢

松
雄
様

福
沢

鈴
子
様

立
屋
敷

故
・
安
部

靜
江
様

安
部

義
人
様

猪

熊

故
・
矢
野
マ
サ
子
様

矢
野

敏
様

３
月
１
日
か
ら
４
月
13
日
ま
で
に
、

図
書
館
・
歴
史
資
料
館
の
窓
口
で
配
布

し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
の「
７
月
の
休
館
日
」

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

【
誤
】
７
月
15
日
（
火
）

【
正
】
７
月
22
日
（
火
）

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

図
書
館

２
０
２
局
３
７
０
０
番

高
齢
者
能
力
活
用
セ

ン
タ
ー
に
登
録
し
た
人

は
、
企
業
か
ら
派
遣
依

頼
が
あ
っ
た
場
合
に
、

雇
用
契
約
を
結
び
派
遣

先
の
企
業
で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
が
今
ま
で
に
身
に
つ
け
た
知

識
や
経
験
を
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対

象

60
歳
以
上
の
人

●
と

き

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分

●
と
こ
ろ

ウ
ェ
ル
と
ば
た
（
戸
畑
区

汐
井
町
）

●
問
い
合
わ
せ

北
九
州
高
齢
者
能
力

●
と

き

７
月
14
日
（
月
）
午
後
１

時
〜
４
時

●
と
こ
ろ

い
き
い
き
ほ
ー
る

●
相
談
員

行
政
相
談
委
員

●
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会
☎

２
０
２
局
３
７
０
０
番

介
護
の
こ
と
で
思
い
つ
め
た
り
悩
ん

だ
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

●
と

き

７
月
16
日
（
水
）
午
後
１

時
〜
４
時

●
と
こ
ろ

い
き
い
き
ほ
ー
る

●
相
談
員

介
護
支
援
専
門
員

●
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会
☎

訂
正
と
お
詫
び

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
相
談
は

行
政
相
談
へ

生
涯
現
役
で
あ
る
た
め
に

高
齢
者
の
た
め
の
労
働
派
遣

介
護
相
談

郵送した減額申告書で
期限までに必ず申告をしてください。
「平成19年度に住民税が課税され、平成19年分の
所得税が課税されない程度の所得の人」は、平成19
年度の住民税が減額できます。
減額できる対象の人に、減額申告書を郵送しましたの
で郵送や窓口で、申告をしてください。また、自分が対
象になるのか分からないなどの相談は、役場課税係に
お問い合わせください。
●通知書発送 ６月30日（月）に発送しました。
●申告先 平成19年１月1日現在の住所地の市町村税
務課
●申告期限 ７月31日（木）
●手続方法 届いた減額申告書に記入、押印して〒80
7-8501水巻町役場課税係へ郵送してください。

※課税係の窓口に、直接提出することもできます。
※平成19年１月２日以降に水巻町へ転入した人は、平
成19年1月1日の住所地が申告先です。前の住所
地の市町村税務課にお問い合わせください。

●問い合わせ 役場課税係☎201-4321

平成19年度の住民税を減額できる人に減額申告書を送っています。

介護保険や福祉関係者を名乗り「保険料が未
納」と言って現金を支払わせたり、年金証書を
出させたりする手口の詐欺が多発しています。
役場や広域連合の職員が訪問するときは、身分
証を持っていますので必ず確認をしましょう。
不審に思ったときは、次のことをしてください。
●詐欺から身を守るポイント
▷自宅に上がらせない
▷役場に連絡する
▷その場で現金を支払わない
●問い合わせ 役場高齢者福祉係☎201-4321

介護保険や福祉の関係者を
名乗る詐欺から身を守ろう。

期限を過ぎると申告できません。
申告期限の７月31日を過ぎると減額申告書を
受け付けることができません。必ず申告期限内に
申告して、平成19年度住民税の減額手続きを済
ませてください。
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■
５
月
下
旬
か
ら
最
近
ま
で
、
金
曜
日

の
夜
に
写
真
撮
影
の
練
習
を
し
て
い
ま

し
た
。

体
育
館
内
で
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の

撮
影
は
、
競
技
の
進
行
の
妨
げ
に
な
る

の
で
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
使
用
は
で
き
ま
せ

ん
。
暗
い
場
所
で
は
落
ち
る
シ
ャ
ッ
タ

ー
速
度
。
早
い
動
き
を
捉
え
る
に
は
ど

う
や
っ
た
ら
い
い
の
か
。
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
水
巻
球
友
の
皆
さ
ん
の
協
力

で
、
貴
重
な
練
習
す
る
機
会
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う
ま
く
撮
影
で
き
て
い
な
い
と
き

は
、
自
分
自
身
に
対
し
て
は
が
ゆ
い
思

い
を
感
じ
ま
す
。
け
れ
ど
、
一
つ
ひ
と

つ
を
考
え
て
地
道
に
や
っ
て
い
く
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
と
感

じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
加
茂
）

■
い
よ
い
よ
７
月
。
夏
休
み
も
目
前
で

す
ね
。
夏
休
み
と
い
え
ば
皆
さ
ん
は
何

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

私
が
小
学
生
の
こ
ろ
は
、
夏
休
み
と

い
え
ば
虫
捕
り
、
虫
捕
り
、
プ
ー
ル
、

虫
捕
り
、
プ
ー
ル･･･

と
い
う
感
じ
で

し
た
。
毎
日
の
よ
う
に
虫
か
ご
と
虫
捕

り
網
を
持
っ
て
兄
弟
で
朳
小
学
校
周
辺

を
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
ト
ン
ボ
に

セ
ミ
、
ザ
リ
ガ
ニ
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
、

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ･･･

。
捕
ま
え
て
は

観
察
し
て
逃
が
す
の
繰
り
返
し
。
図
鑑

で
は
分
ら
な
い
軟
ら
か
さ
、
重
さ
、
動

き
な
ど
の
リ
ア
ル
さ
を
通
し
て
、
命
の

尊
さ
を
学
ん
で
い
っ
た
気
が
し
ま
す
。

今
年
の
夏
休
み
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て

昆
虫
採
集
な
ん
て
い
か
が
で
す
か
。

（
藤
本
）

あなたも１日パン職人！

●と き ７月23日（水）～８月29日（金）
の間の４日間 午前10時～正午
●ところ 中央公民館・陶芸室
●対 象 町内に住んでいる小学３年生～中学
３年生
●コース・定員 日本舞踏
（20人）、折り紙（30人）、
お話し・ポレポレ（20
人）、コーラス (30人）、
陶芸（16人）、茶道（20人）、フラダンス（20人）
※参加者が多数の場合は抽選です。
●申込期限 ７月17日（木）
●申し込み・問い合わせ 中央公民館内生涯学
習係☎201-4321

夏休みチャレンジャー

県立遠賀高等学校と水巻町が一
緒に企画。先生や高校生たちと一
緒にパウンドケーキやベーコンパ
ン、チーズパンなどを作ります。
あなたもおいしく楽しい１日を過ごしてみま
せんか。
●と き ８月10日（日）午前８時30分出
発（南部公民館に午前８時15分集合）
●行き先 県立遠賀高等学校（遠賀町別府）
●対 象 町内に住んでいる小学生～中学生
※小学３年生以下は保護者が同伴してください。
●定 員 20人（応募者多数の場合は抽選）
●費 用 １人1,000円程度
●申込期限 ７月31日（木）
●申込方法 平日の午前８時30分～午後５時
15分に南部公民館または中央公民館の窓口
で申し込みをしてください。
※保護者同伴の場合は電話でも受け付けます。
●問い合わせ 南部公民館☎202-2472

●ジュニア趣味講座●

●採用職種・採用予定数 一般事務（6人程度）、土
木技術（１人）、保健師（１人）、管理栄養士（１人）

【対 象】次の条件を全て満たす人。ただし、地方公
務員法第16条の欠格条項に該当する人は受験でき
ません。
●一般事務 昭和55年４月２日～
平成３年４月１日生まれの人
●土木技術
▷昭和55年４月２日以降に生まれた人
▷高等学校や大学などで土木専門課程を履修し卒業し
た人、または平成21年３月までに卒業見込みの人
●保健師
▷昭和53年４月２日以降に生まれた人
▷保健師免許を取得している人または平成21年３月
までに取得見込みの人
●管理栄養士
▷昭和53年４月２日以降に生まれた人
▷管理栄養士免許を取得している人または平成21年
３月までに取得見込みの人
●１次試験日 ９月21日（日）
●試験地 九州共立大学（八幡西区）
●申込期間 ７月14日（月）～８月18日（月）
※郵送の場合は、８月15日（金）の消印まで受け付
けます。
●受験手続き 申込書は役場人事秘書係に用意してい
ます。郵送で申込書を請求する場合は、「採用試験
申込書請求」と朱書きした封筒に、
140円切手をはったＡ４サイズの
返信用封筒を同封し、郵送してくだ
さい。
※水巻町のホームページから、募集
要項・申込書の様式をダウンロード
して利用することもできます。
●申し込み・問い合わせ 役場人事秘書係〒807-85
01水巻町頃末北一丁目１番1号☎201-4321・ホ
ームページhttp://www.town.mizumaki.fukuoka.
jp/

水巻町職員募集
町のために考え、行動する人を探しています。 SUMMER EVENT INFORMATION

◉ 広報みずまき 2008.7.1019
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●この仕事についたきっかけは。
元々、実家が米穀店を営んでいて、実家で働いていました。

独立したいと思ったときに、水巻に空き店舗を見つけて今の場
所で商売を始めたんです。始めたときは店の周りには固定した
お客さんはだれもいません。自分で作った店のチラシを入れさ
せてもらったり、お中元などの時期には宅急便の配達をして私
の顔を覚えてもらったりと、一つずつ地道に積み重ねてきました。
●心がけていることや大切にしていることは。
店で販売しているお米、ちゃんと自分で炊いて風味や味を確

かめてからお店に出しています（笑）。店頭の商品は精米してか
ら１か月以内のものにこだわっているんですよ。それ以上たつと
酸化して米粒が割れたりするんです。食べてもらうお客さんに、
お米を食べて「おいしい」って言ってもらいたい。この仕事で私
が一番大切にしていることですね。
●これからの目標は。
今、実はお酒の販売の申請を出しています。お米とお酒の2
本柱にこだわって仕事をしていこうと思って。私、実はドラフト
マスターの資格を持っているんですよ。「家の庭でビアパーティー
をしませんか」なんて企画をしていきたいですね。バーベキュー
をしているお客さんの家の庭で、私が美味しく冷えたビールを
つぐ。だれにも気兼ねすることなく、のんびりと楽しく飲んでも
らう。それが、私の一つの夢。これからも頑張っていきますよ。
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町内の
頑張っ

ている
人を紹

介する
コーナ

ーです頑張って
ます! 今月はトミモリ米穀店を経営している富森睦夫さんの登場です。

昭和 51年９月７日生まれ、31歳
●好きなもの 車、食べ物
●趣 味    洗車
●勤務先 トミモリ米穀店（吉田団地）
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元気いっぱいの町内に住んでい

る１歳の赤ちゃんを掲載していま

す。次号に掲載を希望する人は、

７月22日（火）までに広報情報

係へ申し込んでください。

谷
たに

大
たいせい

誠ちゃん
19年７月21日生まれ

二

田
た さ い

才 圭
け い じ

司ちゃん
19年７月19日生まれ

二

浅
あさとみ

冨 健
た け や

也ちゃん
19年７月18日生まれ

梅ノ木団地東

岡
お か べ

部 蓮
れ ん と

斗ちゃん
19年７月11日生まれ

サニ ニュ タウン

亀
か め い

井 唯
ゆ い か

花ちゃん
19年６月26日生まれ

二

ニ
に た

田 歩
あ ゆ か

華ちゃん
19年６月９日生まれ

猪熊

片
か た の

野 海
か い と

人ちゃん
19年７月26日生まれ

二

山
や ま だ

田 柚
ゆ ず き

希ちゃん
19年７月11日生まれ

吉田三

瀬
せ と

戸 梨
り ん か

花ちゃん
19年７月27日生まれ

二

入
い り え

江 翔
しょうや

也ちゃん
19年７月12日生まれ

古賀




